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研究成果の概要 

ピラーアレーンを基にしたカーボン化は、アセチレン基を導入したピラー[5]アレーンの合成に成

功していたが、エーテル酸素の存在によりカーボン骨格が焼成時に壊されてしまうことが、根本的

な問題点であった。そこで鈴木カップリングによる芳香環の直接導入を検討した。その結果、適切

な触媒を利用することで、ベンゾフラン、フランといった芳香環を直接導入したピラー[n]アレーンの

合成が可能となった。またアセチレンを導入した窒素系配位子と金属錯体を焼成することで、結晶

性を有するカーボンを得ることができた。 

Co及び Cu含有ポルフィリンを混合した共結晶を焼成することで、Co, Cuをランダムに含有した

3Dカーボンの合成を行った。焼成後のサンプルの単粒子の内部には Co と Cuが均一に分散して

おり、狙い通りの構造体が得られることがわかった。 

Ni含有ポルフィリンとフラーレンとの共結晶化を試みたところ、一次元チャネルのポーラス構造

を有する共結晶が得られることが明らかとなった。ポーラス構造を維持しながら脱結晶溶媒すること

ができるため、共結晶体の焼成による 3Dカーボンの合成を進めている。 

カーボン上に存在するラジカルが触媒としてはたらくことがこれまでに分かっている。ラジカルの

発生法として、光照射が有効であることが分かった。カーボンに青色 LEDを照射しながら、電子ス

ピン共鳴法にてラジカルの発生を確認し、脱水素反応の触媒に適用できることを見いだした。 

単核金属を内包した共有結合性有機構造体（COF）を用いた CO2電極触媒反応を検討したと

ころ、ギ酸・酢酸が主生成物として得られた。一方、ナノ粒子ではエチレンが主生成物として得ら

れ、単核の金属原子とバルク金属との反応性の違いが明らかとなった。 
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